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　　旧 的】バ イオディ
ーゼル 燃料とは 、 油脂（トリグリセ リド）とメタノ

ール をリパ ーゼ触媒下で反応させ て得

　　られ （メタノリシス反応）、近年、 省エ ネル ギー及びクリ
ーンなエ ネル ギーとして注目されてい る。これま

　　での 研究で 、C．antarctica 由来の 固定化リパ ーゼ酵素 （Novozym435 ）がこの 反応を微水系で効果

　　的に触媒する事がわか っ た 。 そこでこの反応の 最適条件を調べ るため 、 基質であるメタノ
ール 量 、 水

　　分が反応に与える影響にっ い て検討を行っ た。

　　1方法と結剰 メタノリシ ス反応はNovQy   435を4w ％加え 、 30℃ 、
1500pm にて振とうさせ て行い 、

　　様々 な反応条件にお ける反応初速度を調べ た 。 その 結果、水分濃度は低けれ ば低い ほ ど反応初速

　　度は高くなっ たが 、 水分濃度の 高い 反応に使われた酵素を回収し、 水分濃度の 低い 油で 反応すること

　　により、 反応速度は回復し鵡 また油に対して1モ ル 比を与えるメタノ
ー

ル 濃度にお い て　”iL⊃ Pt は

　　最も高くなり、 それ以上では反応は不可逆的に阻書された。
これらの 条件をもとにメタノ

ール を逐次添

　　加することにより、24時間で約97％の 油がメチル エ ステル に変換された。
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1004　　　 Klebsiella　pneumoniae における 1，5一ア ン ヒ ドロ
ーD 一

グル シ ト
ール 代謝経

　　　　　　路の 解析

　　　　　　（東京農工 大 ・工 ・生命工 ）早 出広 司、 0 山本心輔、 近沢 貴士 、 津川若子

【目的】 1，5一ア ンヒ ドロ
ーD −一

グル シ ト
ール（1 ，5AG ）はグル コ

ー
ス の 1位の 水酸基 にお ける

還元体で あ り、 糖尿病 の マ ーカー物質 と して 注 目されて い る 。 1，5AG は動植物 よ り広 く

見 い だ され て い るが これ まで そ の 異化代謝 につ い て は ほ とん ど知 られ て い なか っ た 。 本

研究で は新たに腸内細菌 と して 初めて K ．pneumonlae が1
，
5AG を唯

一
の 炭素源 と して 増

殖す る こ とを見い だ し、そ の 1，5AG 代謝経路の 解析 を行 っ た 。

【方 法お よび結 果 】 K ．　pneumoniae 　N （］．
’
1
”
C418 株を 様々 な糖 を 炭 素源 と し て培養 し

1
，5AG に 対 する 呼 吸活 性 を測 定 した と こ ろ 、1 ，5AG を炭素源 と して 培養 した とき の み

1
，5AG に対 する 強 い呼 吸活性 が検 出 され 、

　K ．pneumoniae に おける 1
，
5AG 代謝 経路 は

1 ．5AG 誘 導性で ある こ とが示 された 。また 、 1，5AG 培 養 した 菌体の 水溶性画 分及び膜 画

分の 全 タ ン パ ク質 を 、 SDS −PAGE で 展開 し他の 糖 で の 培養 時 と比較 した と こ ろ、水 溶

性画分お よ び膜画 分 にそ れぞ れ 40kDa ，
30kDa の 1，5AG 特 異的なタ ンパ ク質 が検 出 さ れ

た 。 これ らの タ ンパ ク質の 内40kDa の タ ンパ ク質を HPLC に よ り精 製 し 、 ア ミ ノ酸配 列

を解析 した ．
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